
推 薦 の 辞

少子化・国際競争が進む中で、大学教育の質の転換が求められています。そ
のためには、高校教育も変える必要があり、高校教育と大学教育をつなぐ大学入
試も改革する必要があります。これが「高大接続改革」で、この改革では、厳し
い時代を乗り越え、新たな価値を創造し社会で自立していくための「学力の 3 要
素」が求められることとなりました。具体的には、①知識・技能、②思考力・判
断力・表現力、③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性・多様
性・協働性）を、多面的・総合的に評価すべく、大学入試が変わっています。

本書は、まさに高大接続改革の模索の最中に高校生活を終えて、大学に進
学した学生さんをはじめ、植物の生存戦略に関心がある方々を対象としたもの
で、その記載内容はかつて高校の生物の授業で学んだ“植物の環境応答”（本
書では“植物の知恵”と呼称）の章に相当します。これまで“植物の知恵の仕
組み”について世界の最前線で研究されてこられた研究者の方々がご自身の研
究を通して、それぞれの分野における世界の研究の歴史、高校・生物の教科書
に記載されている内容の検証、 現在、どのような研究がなされ、どこまで解
明されたのかなどをわかりやすく解説されています。高校での生物の履修の有
無にかかわらず、“植物の知恵”に興味を持つ多くの皆さんに是非お読みいた
だきたいと思います。

さらに、本書がそれぞれの研究分野で世界をリードしてこられた研究者の
方々が一堂に会して執筆され、現状の研究の動向にも触れられていることから、
高校で生物を教えておられる先生方も“授業のたね本”として一読されること
をお薦めします。

鹿児島純心女子高等学校・進路指導部主任・博士（生物科学）　東郷重法
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数十年前、アマゾン川流域を代表とした大規模な森林の伐採や、石炭や石
油といった化石燃料を燃やすことで大気中の二酸化炭素濃度が上昇することに
よって生じる地球温暖化が大問題となりました。最近は化石燃料にかわる風力
発電や太陽光発電などといった環境保全型発電が展開されていますが、すべて
を解決できるまでには至っていないのが現実です。化石燃料にかわる電力とし
て人間の英知で開発したはずの原子力発電も一度、事故が発生すれば取り返し
がつかないことは東日本大地震で経験済みです。

地球規模から見た場合、植物特有の生物機能である“光合成”によって、地
球温暖化の元凶である二酸化炭素を吸収し、逆に生物の生命活動を支える酸素
を放出し、地球環境浄化の一翼を担っているのが植物です。

毎年、春になったら梅や桜の花見や、晩秋のモミジの紅葉やイチョウの黄葉
といった年中行事として私たちの精神的享受を支えているのも植物です。街路
樹や草花、さらにあれほど厄介者とさえいってきた道端の雑草さえも消えてし
まったら、町中、無味乾燥な家々や高層建築物だけの殺風景なモノトーンの世
界です。精神的な面でも人間を支えているのが植物です。さらに、AI によっ
て医薬品を人工的に製造する時代に入りましたが、漢方薬をはじめ、まだまだ
植物起源の医薬品の開発も依然として行われています。つまり、私たちは植物
なしで生きていくことはきわめて困難であるということです。

私たちは夏、猛暑になればクーラーや扇風機で涼み、紫外線が強い季節には
サングラスをかけたり、日傘をさしたり、台風が来襲すれば堅固な建物の中に
避難したり、また、冬の極寒には暖房機器で部屋を暖めたりして、外の環境が
悪化しても快適に生活することができます。動物や昆虫も自らの意志で自由に
生活の場所を移動できることから厳しい環境変化に対応できます。一方、土壌
に根を張り、生活の場所を自らの意志で自由に移動することができない植物は
大変です。いずれの環境変化にも死を覚悟しなければなりません。しかし、実



際には悪い環境下でも何も言わず、じっと耐えて生きています。どうも、生活
の場所を移動することができないというハンディーを背負っている植物には悪
い環境下でも生き抜いていくための知恵（戦略）が具備されているようです。

この“植物の知恵”の仕組みを植物生理学、天然物化学、農芸化学、分子
生物学や宇宙生物学などの観点から解明することを目的として 2011 年に設立
されたのが、本書を編集する“植物生理化学会”です。植物生理化学会の活動
史は本書・巻末をご覧ください。これまでは大学や官民の研究所の研究者を対
象として“植物の知恵”に関する学術書を多数上梓してきましたが、2020 年
が学会創設十年目になることを記念に、IT や AI にも対応でき、瞬時にさま
ざまな情報を手にすることができる将来を嘱望される大学生の皆さんをはじ
め“植物の知恵”に関心のある方々を対象とした『植物の知恵 ─ その仕組み
を探る ─ 』というタイトルの書籍の出版を企画し、それぞれの研究分野で世
界をリードしてこられたレジェンドの方々にご執筆いただきました。なお、本
書に取り上げられなかった他の“植物の知恵”（“頂芽優勢”や“紫外線、微生
物、塩害との戦い”など）については、『植物の知恵とわたしたち』（大学教育
出版、2017 年）をご参照ください。

本書で扱っている“植物の知恵”は、読者の皆さんが高校時代に学んでいた
生物の教科書では“植物の環境応答”の中に記載されています。そこに記載さ
れている研究成果の多くは昭和 30 年半ばまでに生物学者（植物生理学者）に
よって生物検定法（当時、植物生理学者は物質量を機器分析で測定できなかっ
たことから、物質を植物に与えて、その反応から物質量を算出するという間接
的な方法）など生物学独特の手法を用いて得られたものがほとんどです。

昭和後半から平成にかけて、世界に先駆けて日本を中心に、植物生理学者自
身が革新的な研究を展開したことに加え、植物生理学者と天然物化学者との間
で有機的な共同研究が展開され、国内にとどまらず外国の著名な研究者との国
際共同研究に発展してきました。その後、この潮流に分子遺伝学者が加わるこ
とによって、新たな発見が数多く得られるようになりました。時には、従来の
仮説を覆す新たな仮説の誕生が散見されるようにもなりました。今回ご執筆い
ただいた先生方は正にその潮流の先頭に立って活躍してこられた方々です。
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先生方には、それぞれご担当の“植物の知恵の仕組み”に関する“世界の
研究の歴史”を詳細に解説していただき、読者の皆さんが高校で学習した「生
物」と「生物基礎」の教科書に掲載されていた事柄はどの時代までに得られた
研究成果に基づくものなのか、さらに生物学者と化学者などとの国際共同研究
によってどのような革新的研究成果が得られるようになったのか、「植物の知
恵の仕組みはどこまで解明されたのか」について解説していただきました。

なお、読者の皆さんの中には化学物質の構造式が苦手だと思っている人が少
なくないと推察されます。そこで文中には化学構造式の記述を抑えていただき
ました。ただし、逆に構造式に興味を持っている方のために、巻末に“植物の
知恵の仕組み”を制御する化学物質の構造式を列記いたしましたのでご覧くだ
さい。本文中に［→］で頁を示しています。

また、読者の皆さんの中で、今回ご執筆いただいた先生方に是非お尋ねした
いことがありましたら、大学教育出版あてにメールでご連絡ください。適時、
応じていただけます。

本書が、読者の皆さんが“植物の知恵の仕組み”に関心を持ってくださり、
将来、さまざまな分野での活躍に少しでも貢献できれば望外の喜びでありま
す。

最後に、本書上梓に際して、丁重な推薦の辞をいただきました鹿児島純心女
子高等学校・進路指導部主任の東郷重法先生に心より御礼を申し上げます。

令和 4 年 10 月
植物生理化学会会長　長谷川　宏司
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